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THANKS REPORT２ 

 

「まだ食べられる食品を活用した食料支援」 食品ロスと食品を必要とする方々をつなぐフードバンク活

動を「命の大切さと思いやりを取り戻す」事業として取り組んでいます。昨年度より、食品取扱量は 1.8倍、

子育て世帯支援総数は 1.6 倍、緊急食料支援件数は 2.1 倍と増加しました。福岡県フードバンク協議会、

福岡県内のフードバンクや、各自治体と連携し必要とされる活動を行いました。 

 

福岡県内のフードバンクや福岡県フードバンク協議会、各自治体と連携し必要とされる活動を行いました。

今後も協働して長期計画を立てる必要があります 

福岡県内のフードバンクや福岡県フードバンク協議会、各自治体と連携し必要とされる活動を行いました。

今後も協働して長期計画を立てる必要があります 

 

 

 

ライフアゲインの取り組みと目指す未来 
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フードバンク事業 
「もったいない」を「ありがとう」へ 

２０２０年度実績 

食品取扱量 ９０．５ トン  

食品提供企業数 １５８社・団体  

食品受け取り施設 １２１ 箇所  

子育世帯食料支援数 ９１ 世帯  

子育世帯支援総数 ２１８ 世帯  

緊急食料支援件数 ６４ 世帯 

 

● フードバンクの存在が知られさまざまな企業、組織か

ら防災用非常食の入れ替え時に寄贈が増えました。 

● コロナ禍による寄贈が増えました。休校で学校給食が

停止したことで、学校給食協会から寄贈がありました。

旅行業者からのお土産品の寄贈も多くありました。 

 

● SDGｓの取り組みとして、さまざまな企業に自主的なフードドライブが広がっています。 

● エフコープ環境助成金により「フードドライブハンドブック」を作成、自主的なフードドライブの実

施を呼びかけ、必要な用具の無料貸し出しができるようになりました。活動の広がりが期待できます。 

● 家庭から発生する食品ロスを提供してもらうフードド

ライブは、広報の機会としても大きな役割を果たして

います。市内一斉フードドライブ（市民センター、エフ

コープ、西南女学院大学などで実施）は年 2回、イオ

ン 3店舗、アルクでは毎月開催されました。 

 

 NPO 法人フードバンク北九州ライフアゲインは 

活動を通して S D G s
エスディージーズ

（持続可能な開発目標）に貢献しています 
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● イオン九州株式会社……「幸せの黄色い

レシートキャンペーン」の寄付活動、毎月

の店舗でのフードドライブ実施など、さ

まざまな連携が強まりました。 

● 株式会社サンキュードラッグ……ライフ

アゲインの毎月の食品配布の受取り、ま

た、「夏休みお腹いっぱい大作戦」の受取

りを店舗で引き受けていただきました。

各店舗にはリーフレットと募金箱が設置

されており、社員の方々も含めて募金に

取り組んでいただいています。 

● エフコープ生活協同組合……各店舗での

フードドライブ実施、寄付つき自販機の

設置、フードバンクの食品をエフコープ

の支所倉庫に置かせてもらうなど、さま

ざまな支援を受けています。また、福岡県

フードバンク協議会の事務局を担ってい

ただくなど、福岡県のフードバンクとの

協働が進んでいます。 

● 株式会社大英産業……倉庫の無償提供を

受けています。もがるかキッチンや事務

所の改装はじめ寄付つき自販機設置、古

本による寄付の取り組みにも積極的に参

加していただいています。 

● コカ・コーラボトラーズジャパン…… 

ＳＤＧｓの広報として、寄付つき自販機のラッピングを協働でデザインし、各企業、大学などに設置して

いただいています。  ※各団体紹介以外の寄付つき自販機設置…九州歯科大学、九州電力株式会社 

● 第一生命保険株式会社……寄付つき自販機の設置、古本による寄付の取り組み、フードドライブなどに取

り組んでいただいています。また、社内研修で、原田理事長の講演を企画していただきました。 

● 久原本家……定期的に食品の提供や寄付をいただいて

います。ライフアゲインのボランティアやスタッフも参加

した「歌リレープロジェクト」では、視聴回数に応じた寄

付をいただきました。 

● 一般社団法人福岡県フードバンク協議会……食品寄贈

企業へ向けての窓口、企業などからの寄付受付窓口などと

して、県内のフードバンクを支えてもらっています。 

 

 

 

 

 

フードバンク北九州ライフアゲイン様とは、2019 年 4 月

からフードドライブ活動を通じてお付き合いをさせていただ

き、今年で３年目でございます。当時、ライフアゲイン様・福

岡県様との連携をはかり、フードドライブのスタートにあた

りましては、弊社初めての取り組みで大変お世話になりまし

た。 

お蔭様で今年７月からは、福岡エリアでもフードドライブ

を始めることができました。北九州市のフードドライブ活動

を経験して、ライフアゲイン・原田様からもご尽力をいただ

き、福岡エリアでも活動ができるようになり深く感謝をいた

しております。 

北九州エリアのフードドライブでは、昨年 1 年間で地域の

方々より 1.068kg（3,263 個）の食料品のご寄付が集ま

り、ライフアゲイン様を通じて福祉施設や子ども食堂などに

ご提供されました。これからも食品ロス削減や SDGs の取

り組みの一環としましてフードドライブ活動をフードバンク

団体様と協働で行っていきたいと考えております。またフー

ドドライブ活動が一人でも多くの地域の方々へ知っていた

だけるよう、弊社の店舗からもしっかり発信をさせていただ

きますので、今後ともよろしくお願いいたします。 

さまざまな企業・組織との連携が強まりました  

 

イオン九州株式会社 

経営戦略本部 

九州エリア政策推進担当 

川浪 武志

 

（敬称略） 
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尾倉っ子ホーム 

皿倉小学校区を北九州の子ども食堂モデル地域として運営していま

す。月２回の開催でしたが、コロナによる緊急事態宣言が出され、会場

が使えず、開催できない状況が続きました。今までの活動を食料配布や

お弁当配布に内容を変更して子育て支援を続けました。 

 

もがるかホーム 

もがるかホームは、もがるかキッチンと合わせて、 

休止しています。2021年度は、 

形を変えて中央町商店街の 

子ども食堂として再スタート 

の準備をしています。 

 

 

 

● コロナウイルス対策としてむすびえ助成金を利用して、飛

沫防止シ   ールドを有薗製作所と協働して作成しました。

組み立て式で持ち運びも簡単です。子ども食堂や学習塾開催時

に活用し、子どもたちが安心して活動できました。  

● もがるかキッチンは事業を解消し、新たに放課後デイサー

ビス事業所「プレシャスＯＮＥ」

へと移行しました。運営は一般財

団法人ライフアゲインが行うこ

とになりました。これからも連携

していきます。 

 

● 学習支援…コロナ禍でオンライン授業を行うことも多くありましたが。小学生

対象の「もがるか英語教室・算数教室」や、中学生を対象とした「オンリーワ

ン塾」にも取り組みました。また、NPO として進めていく学習塾、学習支援

について検討を続けています。 

ファミリーサポート事業 

「すべての子どもたちが大切とされる社会」を実現するために、子どもの貧困、負の連鎖を断ち切る包括的

支援ネットワークの実現を、ライフアゲインがリードしていきます。新型コロナウイルスの影響で、集まって

食べたり、触れ合うことが難しい今だからこそ、つながりづくりを実現し、子ども食堂の普及と体験を重視し

た校外学習、学習支援事業などを行いました。 

 

 

 

 

地域の拠点としての「子ども食堂」を各校区に 1 ヵ所設立を目指す「子ども食堂市内普及プロジェクト」を進

めています。 

子ども食堂 

全国子ども食堂支援センター「むすびえ」、子ども食堂ネットワーク北九州から情報提供や食材提供、寄付を

受けて連携した活動を行っています。これからも地域の拠点としての「子ども食堂」が各校区に１ヵ所設立し

運営されるように、「子ども食堂市内普及プロジェクト」として進めていきます。 

 

 

 

 

 

子ども食堂からの広がり 
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皿倉山夜景ウオッチング 

ぼくのうちはどこかな？ 

自分で作った焼きた

てパンは柔らかくて

おいしいね． 

また作りたい！！ 

いろいろな虫

がいたよ． 

大きくなった

稲にびっくり 

もがるかキッズクラブ 

開かれた子ども会活動として自然体験や仕事体験などの校外活動を行い、延べ参加人数は 150名となりまし

た。元気な笑顔いっぱいの楽しい活動が広がり、未知の体験を通してたくさんの感動がありました。年間を通し

て、活動の場を提供してくださった農家さんに感謝です。 

 

 

 

 

 

フードパントリー 

コロナ対策緊急食料支援として、ライフアゲインの LINE公式アカウントへの登録者に食料配布を行い、ド

ライブスルー形式の配布にも取り組みました。長期休み対策として、「夏休み・冬休みおなかいっぱい大作戦」

として、延べ 620 世帯に食品を配布しました。また、尾倉小学校区、今町小学校区や北九州市立大学などで

もフードパントリーを行いました。 

 
 

 

 

 

 

 
ドライブスルーで支援 

 「冬休みお腹いっぱい大作戦」… 
トラック一杯積み込みました！！ 
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● つながり支援チーム 

食料支援が必要な方に食品をお渡しするサポートや気軽に顔の

見えるつながりを作るためのボランティアを募集しました。要

支援者対応のための携帯電話を貸与し、スピードを持った取り

組みがすすみました。 

● WAM 助成事業として、ライフアゲイン LINE 公式アカウントを開設し、約４８０名の方が登録されまし

た。支援が必要とされているにも関わらず、これまで支援が届いていない方々へ新たにつながることが

できました。初めてフードバンクの取り組みを知ったという方もおられました。食料配布だけでなく、

子育て世代への情報提供も行っています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

● 北九州市子ども家庭局（各区役所の「子ども家庭相談コーナー」）との連携、保健福祉局（各区役所の生

活困窮者相談「いのちをつなぐネットワーク」）との連携を強化し、支援活動を広げました。 

● 寄贈品、取扱量増加に対応するため、赤い羽根助成金を活用してプレハブ型冷凍庫の設置や小分け用の密

封機などを購入しました。常温・冷蔵・冷凍の多様な温度帯の食品管理ができるようになりました。また、

保管用の倉庫を増やしました。多量の受入れができるようになりましたが、管理が難しくなりました。 

● 今後も食品管理については品質向上を目指し、検討していく必要があります。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

LINE 登録者へのアンケートから 

・役に立った情報、今後ほしい情報は何ですか？ 

  食料支援情報、行政からの子育てや家計を応援する情報やおしらせ 

・希望する支援は何ですか？ 

  子どもたちに好きなものを買ってあげられないのでお菓子がありがたい 

  お米の支援はうれしい（お米については多くの声が寄せられました） 

お米やパンやパスタなどの主食、赤ちゃんや幼児用の食品、学校で使う鉛筆やノートなど 

   

食のセーフティーネット事業 

前例がないほど多くの子育て世帯が苦境に立たされています。命をつなぐネットワークなどと連携して

子育て世帯への安定的、継続的な食料支援を行っています。食料支援が終了した世帯に対して、傾聴、情

報提供などを続けています。見えにくい貧困が広がる中、私たちは支援を必要とする人に支援が届くよう

にと日々取り組んでいます。ライフアゲインが目指している包括的支援へつないでいきます。 

「食べものの命」は「人の命」 

 

プレハブ型冷凍庫 

《 ボランティアさんの声 》 

プレハブ型の冷凍庫は容量

も大きく、冷凍品の受入れ量

も増えました。中が見やすく

なり、在庫の確認もしやすく

なりました。フードパントリ

ーなどでも冷凍食品を渡せ

るようになり、よかったで

す。次は大きな冷蔵庫がある

といいかな。(^_-)-☆  

お米などを小分けし密封する機械 
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2020 子育てシンポジウムの開催 

 

 

 

 

 

 

 

 

ホームページや SNS、活動紹介のチラシ作成、さまざまな冊子を発行して情報発信 

 

 

 

YouTube によるパートナー説明会、Google、LINEを活用したアンケート、意見交換 

 

 

 

普及・啓発事業 知ることからつながり、広げる 

より多くの方に活動内容を知ってもらい、子供の貧困や食品ロスの問題を理解し、すべての子どもたちが大

切にされる社会を実現するために行動しています。SGDｓの取組みは企業にも大変関心を持たれています。 

● 10 月 31 日「かけがいのないこのいのちをまっすぐに」～幼少期の安定した養育環境を社会全体でつく

ろう～と題して開催。福岡県子育てアドバイザーの内田美智子さん、少年育成指導官の堀井智帆さん、原

田理事長のお話を聞き、会場からは質問や意見も出され、約８０人の参加者との共感が深まりました。 

SOSをもっと気軽に出せて、地

域がみんな家族のような古き良

き時代のような…病院の数だけ

で数字だけで「子育てしやすい

町」ではなく、本物の「子育てし

やすい北九州」になるといいな

と感じています。 

（アンケートの声より） 

サンキュードラッグにライフアゲ

インのパンフレットが置いてあ

り、その中に寄付の振込用紙が

入っていたので寄付しやすかっ

たです。  

（寄付を下さった人の声） 

 

● 多くの市民に支持されて公共性が高く、適正な管

理をしている NPO 法人として認定されました

（10月申請、3月認定）。認定 NPO法人として、

これまで以上に地域から信頼を寄せられる団体と

なり、ミッションを果たしていきます。 

● 認定 NPO 法人への寄付は、税制優遇の対象とな

ります。詳しくは、税務署にお問合せ下さい。 

● コロナ禍のために集まることが難しい情勢ですが、SNS を使った説明会、情報提供、意見交換など、工

夫してきました。スタディツアーの内容を紹介する DVD も作成しました（WAM 助成事業）。貸し出し

もできますので、関心をお持ちの方は事務局にご連絡ください。 

 

認定NPO法人になりました！ 

認定申請書の提出 
 

認定通知書交付式 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

２０２０年度はコロナ禍の中、日々食料支 

援の要請に追われ、毎月の食料支援が必

要な子育て世帯は１００世帯、LINEに登録

された子育て世帯は５0０世帯を超えまし

た。そして、多くの皆様よりご寄付をいただ

き、また、各種助成金を受けたことにより、 

2020年度決算は当期経常増額 1,232万円、前期繰越金 577万

円と合わせると次期繰越金は 1,798万円となりました。この数字

は、緊急時においてライフアゲインに大きな期待が寄せられて

いるものと実感しています。 

私たちは、皆様から期待されている活動を持続可能なものに

するためにこの資金を活かして、組織基盤強化として事務局を

盤石なものにしようと考えています。事務局体制を強化し、コロ

ナ禍などで支援要請が急増しても、しっかり対応できるようにし

ていきたいと考えてます。今後、食料支援から包括的支援へ繋

いでいこうとしていますが、職員が不足しては実現できません。

５年先、１０年先を見つめながら、会員の皆様、ボランティアの皆

様とも未来を共有し、着実な歩みを進めたいと考えています。 

今後、子どもたちに寄り添った支援が継続できるよう、また、

緊急的な支援対応もできるような資金の確保も含めて、ライフア

ゲインを応援してくださる皆様には、できれば≪毎月の寄付：マ

ンスリーサポーター≫や≪毎年の寄付：年間サポーター≫にな

って活動を支えていただければ嬉しく思います。昨年度末には

認定 NPO法人となりましたので、ライフアゲインへのご寄付は税

制優遇の対象となります。ぜひ、この制度をご活用下さい。 

私たちは皆様と共に「すべての子どもたちが大切とされる社

会」を実現してまいります。今後ともよろしくお願いいたします。 

 

093-672-5347 093-671-2395 info@fbkitaq.net ●お問合せ

月・水・金 １０：００～１６：００（土曜日・日曜日・祝日休み） ●受付時間 

 

 

認定 NPO 法人フードバンク北九州ライフアゲイン 

〒805-0019 福岡県北九州市八幡東区中央 2 丁目 14-17 

理事長 原田昌樹 

 

 

ビジョン ／ 私たちが実現したい社会 
私たちは『すべての子どもたちが大切』とされる社会の実現をめざしています。 

 

ミッション ／ そのために私たちが果たす役割 
生まれ育った環境のために 満たされた食事ができない 十分な教育を受けられない  

寂しい思いをしている子どもを 北九州市からゼロにする 

発行：2021 年 9 月 16 日 
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